
「
岡
目
一
目
」

　
「
あ
の
な
、
亭
主
を
大
事
に

し
よ
よ
。
男
っ
て
も
の
は
な
、

お
だ
て
て
上
手
に
使
う
と
、
一

生
働
く
で
な
」。
こ
れ
は
あ
る

所
の
孫
娘
が
嫁
ぐ
前
の
晩
に
、

そ
の
祖
父
が
言
っ
て
聞
か
せ
た

言
葉
だ
と
言
う
。

　

け
だ
し
至
言
で
あ
る
。
別
の

男
は
「
夫
婦
は
な
、
ケ
ン
カ
し

た
ら
ど
っ
ち
か
が
折
れ
に
ゃ
だ

し
か
ん
ぞ
」
と
言
っ
て
出
し
た

と
言
う
。
表
現
は
違
っ
て
も
、

誰
で
も
結
婚
し
た
後
の
子
や
孫

の
幸
せ
を
願
う
の
は
、
当
た
り

前
の
事
で
あ
る
。

　

今
年
の
高
山
市
の
成
人
式
の

対
象
者
の
数
は
、
男
女
合
わ
せ

て
千
四
十
六
人
で
あ
っ
た
。
こ

こ
ん
と
こ
ろ
毎
年
千
人
前
後
で

推
移
し
て
い
る
。

　

正
月
前
後
か
ら
成
人
式
に
か

け
て
新
し
い
男
女
の
出
会
い
は

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
祭
り
や
お

盆
や
正
月
と
い
う
節
目
に
は
、

昔
か
ら
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
は

多
い
。
大
き
な
お
世
話
だ
と
言

わ
れ
て
も
、敢
え
て
言
い
た
い
。

メ
ン
ド
ウ
見
の
良
い
世
話
好
き

の
月
下
氷
人
出
で
よ
と
。

　

周
囲
を
見
渡
し
て
も
ら
い
た

い
。
ど
こ
の
町
で
も
人
口
減
少

は
深
刻
で
あ
る
。
文
化
で
も
伝

統
で
も
、
後
を
継
い
で
く
れ
る

若
い
力
が
な
く
て
は
絶
え
て
し

ま
う
。
孫
に
言
っ
て
聞
か
せ
る

昔
か
ら
の
老
人
た
ち
の
知
恵
に

期
待
し
た
い
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
文
化
を
築
き
、
支
え
て
き
た
文

学
者
の
経
歴
と
功
績
を
、
作
品
な

ど
を
通
し
て
紹
介
し
、
今
後
の
文

学
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
、

毎
年
二
回
「
高
山
市
近
代
文
学
館

企
画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
高
山
市
名
誉
市
民
の

瀧
井
孝
作
の
没
後
三
十
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
瀧
井
孝
作　

没
後

三
十
年
展
」
と
題
し
、
作
家
人
生

の
前
半
生（
今
回
）と
後
半
生（
今

秋
開
催
予
定
）
に
分
け
て
開
催
し

ま
す
。

　

代
表
作
『
無
限
抱
擁
』
は
も
と

よ
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
作
品
な
ど
を
展
示
し
、

そ
の
文
学
活
動
の
歩
み
と
功
績
を

紹
介
し
ま
す
。
是
非
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
時　

二
月
十
五
日（
土
）～
十
六

日（
日
）　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

（
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

会
場　

高
山
市
図
書
館『
煥
章
館
』

入
場
無
料

瀧
井
孝
作
…
明
治
二
十
七
年
、
高

山
市
大
門
町
生
ま
れ
。『
無
限
抱

擁
』『
俳
人
仲
間
』
な
ど
の
著
書

で
数
々
の
文
学
賞
を
受
賞
。
高
山

の
観
光
ポ
ス
タ
ー
題
字
「
飛
騨
高

山
」
の
書
で
も
知
ら
れ
る
。

　
十
五
歳
の
と
き
に
俳
句
を
河
東

碧
梧
桐
に
認
め
ら
れ
十
八
歳
で
大

阪
へ
。
二
十
歳
か
ら
東
京
に
居
を

移
し
、
二
十
七
歳
で
『
無
限
抱

擁
』
を
雑
誌
掲
載
。
二
十
九
歳
の

と
き
志
賀
直
哉
を
追
い
京
都
へ
引

越
し
、更
に
奈
良
へ
と
移
り
住
む
。

三
十
六
歳
の
と
き
八
王
子
へ
移

り
、
四
十
一
歳
で
芥
川
賞
選
考
委

員
と
な
る
。
六
十
五
歳
の
と
き
日

本
芸
術
院
会
員
と
な
り
、
七
十
七

歳
で
高
山
市
名
誉
市
民
と
な
る
。

　1月17日（金）～19日（日）に開催した「新春飾り物展」には、多数の市民
の皆様にご来場いただきました。審査結果は以下のとおりです。（敬称略）

●干支「午」

●歌会始「静」

●ヤングチャレンジ部門

◇天位　「騎馬戦」 野道弘（大新町2）

◇地位　「ばんえい競馬」 黒田隆一
　　　　　（西之一色町1）

◇人位　「騎馬戦」 玉腰健三（八幡町）

◇佳作　「天皇賞」 谷口康紀（昭和町2）

　　　　「写真判定」 八幡鳳凰台組飾り物同人
　　　　（大新町）

　　　　「お馬の親子」 山下和夫（八幡町）

◇天位　「吉野の別れ」 長瀬清栄（下一之町）

◇地位　「冬ごもり」 舩坂昭博（上一之町）

◇人位　「月・静かの海」 小鳥政人（大新町2）

◇飾物同好会賞　「座禅」 山腰末宏（花里町）

◇佳作　「静止衛星」 蓑田祐三（天満町6）

◇入賞（斐太高校）

　「午の刻」 荒川真穂
　「駆ける馬」 中村政信
　「にんじん」 洞口夏鈴
　「足跡」 上田さくら
　「しまうま」 石原美穂

◇入賞（西高校）

　「蛙飛び込む水の音」 中野伊吹
　「絵馬」 小林諒馬

◇入賞（花里町3）

　「美味っ（うまっ）」 笠井瞭佑

新春飾り物展平成26年

文
化
功
労
者
（
昭
和
四
十
九
年
）、

勲
二
等
瑞
宝
章
（
昭
和
五
十
年
）。

昭
和
五
十
九
年
没
、享
年
九
十
歳
。

昭和52年6月　自宅の書斎にて

第
20
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

瀧
井
孝
作 

没
後
三
十
年
展

第
一
部

二
月
十
五
日（
土
）～
十
六
日（
日
）

自筆の掛軸

天位「騎馬戦」

天位「吉野の別れ」



文
化
協
会
会
員
へ
の

ご
案
内

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

特
別
企
画
展
「
世
界
遺
産
　
富
士

展
～
北
斎
、
広
重
、
大
観
他
～
」

◇
場
所　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
光

記
念
館
）

◇
日
時　

二
月
二
十
七
日
（
木
）

～
六
月
三
日
（
火
）　

午
前
十
時

～
午
後
五
時
（
水
曜
休
館
）

◇
料
金　

光
記
念
館
の
入
館
料

瀬
音
会
邦
楽
公
演
　

筝
曲
「
輪
に
な
っ
て
奏
で
る
・
和

の
コ
ン
サ
ー
ト
」

特
別
出
演
　
尺
八
奏
者「
藤
原
道
山
」

◇
場
所　

こ
く
ふ
交
流
セ
ン
タ
ー

　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

◇
日
時　

三
月
三
十
日
（
日
）

◇
料
金　

千
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

　

平
素
は
、
高
山
市
文
化
協
会
の

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
会
員
証

は
、
広
報
「
高
山
の
文
化
」
四
月

号
に
添
付
し
て
お
送
り
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
そ
の
際
に
は
会
費
振

り
込
み
用
紙
も
同
封
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、三
月
よ
り
発
売
に
な
り
ま

す「
タ
ン
ゴ
オ
リ
ジ
ン
２
０
１
４
」

は
、
平
成
二
十
五
年
度
会
員
証

に
て
会
員
割
引
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、当
協
会
の
事
業
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


